
　
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
か
ら
３

年
が
経
ち
ま

す
。
５
月
８
日

か
ら
は
、
感
染

症
法
上
の
位
置
付
け
も
５
類
に
引
き
下
げ

ら
れ
る
な
ど
、
感
染
対
策
の
あ
り
方
も
大

き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
多
く
の

人
で
に
ぎ
わ
う
イ
ベ
ン
ト
会
場
を
見
ま
す

と
、
社
会
全
体
が
１
日
も
早
く
以
前
の
活

気
を
取
り
戻
し
、
コ
ロ
ナ
と
共
に
生
き
る

次
の
時
代
を
期
待
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ

ま
す
。
一
方
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食
料
品
価

格
な
ど
の
高
騰
に
対
し
、
市
で
は
大
規
模

な
経
済
対
策
事
業
を
実
施
し
、
生
活
者
や

事
業
者
へ
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

が
、
厳
し
い
状
況
は
続
い
て
い
ま
す
。

　
国
で
は
、
４
月
に
設
置
す
る
「
こ
ど
も

家
庭
庁
」を
子
ど
も
政
策
の
司
令
塔
と
し
、

社
会
全
体
で
子
ど
も
・
子
育
て
を
応
援
す

る
意
識
を
高
め
、皆
さ
ん
が
参
加
す
る「
次

元
の
異
な
る
少
子
化
対
策
」
に
取
り
組
む

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
伊
賀
の
宝
」
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
の

た
め
の
施
策
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
引
き

続
き
「
コ
ロ
ナ
の
先
の
伊
賀
づ
く
り
」
を

め
ざ
し
、「
こ
ど
も
、く
ら
し
、に
ぎ
わ
い
。」

の
３
本
を
柱
に
、
各
種
施
策
を
展
開
す
る

と
と
も
に
、
自
治
体
Ｄ
Ｘ
な
ど
に
も
取
り

組
み
ま
す
。

福
祉
医
療
費
助
成

　
９
月
か
ら
受
給
資
格
認
定
に
か
か
る
所

得
制
限
を
撤
廃
し
、
中
学
生
以
下
の
す
べ

て
の
子
ど
も
を
対
象
に
、
受
診
時
の
窓
口

で
の
支
払
い
を
不
要
と
す
る
医
療
費
の
窓

口
無
料
化
を
行
い
ま
す
。

小
中
学
校
の
給
食
無
償
化

　
４
月
か
ら
市
内
の
公
立
小
中
学
校
の
給

食
の
無
償
化
を
始
め
ま
す
。
こ
の
こ
と
に

よ
り
家
庭
で
の
食
生
活
の
充
実
や
、
朝
食

を
欠
食
す
る
児
童
生
徒
が
減
る
よ
う
食
育

の
充
実
を
推
進
し
ま
す
。

令和５年度
施政および予算編成方針

　２月 24日㈮、令和５年第１回伊賀市議会定例会の開会にあたり、岡本市長が施政およ
び予算編成方針を述べました。ここではその概要をお知らせします。

「
こ
ど
も
フ
ァ
ー
ス
ト
！

未
来
へ
”跳“
予
算
」

ジ
ャ
ン
プ

こ
ど
も

教
育
環
境

　
市
内
小
中
学
校
の
適
正
規
模
、
適
正
配

置
に
つ
い
て
、新
た
な
「
校
区
再
編
計
画
」

の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

学
校
施
設
に
つ
い
て
は
、「
学
校
施
設

長
寿
命
化
計
画
」
に
基
づ
く
事
業
の
取
り

組
み
を
継
続
し
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
ト
イ

レ
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
洋
式
化
工
事
、

空
調
設
備
工
事
な
ど
、
引
き
続
き
教
育
施

設
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

防
災
・
減
災　

　
伊
賀
市
防
災
・
情
報
ア
プ
リ
「
ハ
ザ
ー

ド
ン
」
の
機
能
向
上
と
そ
の
周
知
、
自
主

防
災
組
織
な
ど
へ
の
支
援
の
強
化
に
努
め

ま
す
。

　
ま
た
、
防
災
関
係
法
令
の
改
正
な
ど
を

反
映
し
た
「
伊
賀
市
地
域
防
災
計
画
」
の

改
訂
な
ど
、「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」

に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

川
上
ダ
ム

　
今
年
度
か
ら
管
理
運
用
が
開
始
さ
れ
ま

す
。
今
後
は
、
水
道
事
業
の
安
定
水
源
の

確
保
や
、
減
災
対
策
の
面
で
、
上
野
遊
水

地
の
湛た

ん
水す

い
貯
留
能
力
に
ダ
ム
の
洪
水
調
節

能
力
が
加
わ
り
、
木
津
川
流
域
や
下
流
地

域
の
住
民
生
活
の
安
心
・
安
全
を
さ
ら
に

高
め
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
川
上
ダ
ム
水
源
地
域
ビ
ジ
ョ

ン
」
に
基
づ
く
取
り
組
み
を
進
め
る
と
と

も
に
、
新
し
く
で
き
る
ダ
ム
湖
「
あ
お
や

ま
川
上
湖
」
の
観
光
資
源
と
し
て
の
活
用

を
考
え
て
い
き
ま
す
。 

消
防
の
連
携
・
協
力

　
令
和
６
年
度
か
ら
の
名
張
市
と
の
共
同

消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の
運
用
開
始
に
向
け
、

消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の
統
合
シ
ス
テ
ム
の

構
築
や
庁
舎
改
修
な
ど
の
整
備
を
行
い

ま
す
。

名
神
名
阪
連
絡
道
路
の
整
備

　
昨
年
４
月
に
、
国
か
ら
重
要
物
流
道
路

候
補
路
線
と
し
て
、
名
神
高
速
道
路
の
八

日
市
Ｉ
Ｃ
付
近
を
起
点
に
名
阪
国
道
の
上

柘
植
Ｉ
Ｃ
付
近
ま
で
の
南
北
約
30
㎞
が

「
候
補
路
線
」
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
今

後
は
、
期
成
同
盟
会
や
沿
線
全
地
域
が
一

丸
と
な
り
、
ル
ー
ト
帯
の
決
定
や
ル
ー
ト

の
絞
り
込
み
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
に

取
り
組
み
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
関
西
本
線

　
昨
年
４
月
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
に
よ
り
大
量

輸
送
機
関
と
し
て
の
機
能
を
発
揮
し
て
い

な
い
線
区
と
し
て
公
表
を
受
け
ま
し
た
。

現
在
、
関
西
本
線
の
活
性
化
と
存
続
に
向

け
て
、
関
西
本
線
木
津
亀
山
間
活
性
化
同

盟
会
な
ど
の
団
体
と
と
も
に
、
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
、
国
に
対
し
線

区
の
存
続
と
支
援
を
求
め
る
要
望
を
行
う

な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
今
後
も
、
利
用
促
進
の
取
り
組
み
を
継

続
し
な
が
ら
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
や
沿
線
自
治

体
、
各
団
体
と
協
働
し
、
利
用
促
進
や
利

便
性
の
向
上
、
ま
た
駅
舎
の
利
活
用
に
取

り
組
み
ま
す
。

バ
ス
交
通

　
地
域
の
人
々
と
共
に
、
島
ヶ
原
地
域
に

お
け
る
新
た
な
バ
ス
運
行
形
態
を
構
築
し
、

今
年
度
中
の
実
証
運
行
を
め
ざ
し
ま
す
。

ま
た
、
他
地
域
に
お
い
て
も
、
並
行
し
て

行
政
バ
ス
の
見
直
し
の
協
議
を
進
め
ま
す
。
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伊
賀
鉄
道
伊
賀
線

　
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
国
内
外

の
旅
行
客
へ
の
積
極
的
な
情
報
発
信
な
ど

に
よ
る
定
期
外
収
入
の
回
復
や
、
運
営
経

費
の
削
減
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

ま
す
。

　

ま
た
、
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
に
対
応
し
た
設
備
の
整
備
を

進
め
ま
す
。

成
人
式

　
市
で
は
、
民
法
改
正
に
伴
い
、
去
る
１

月
８
日
に
20
歳
を
対
象
に
、
３
月
19
日
に

は
19
歳
を
対
象
に
行
い
ま
し
た
。
５
月
４

日
に
は
伊
賀
市
文
化
会
館
で
18
歳
を
対
象

と
し
た
成
人
式
を
開
催
す
る
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
成
年
年
齢
の
引
き
下
げ
に
よ
り

さ
ま
ざ
ま
な
権
利
と
と
も
に
責
任
が
発
生

す
る
た
め
、
消
費
者
教
育
の
取
り
組
み
な

ど
も
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

多
文
化
共
生

　
外
国
人
住
民
が
社
会
的
不
利
益
を
被
る

こ
と
な
く
、
日
本
人
住
民
と
共
に
ま
ち
づ

く
り
に
参
画
し
、
す
べ
て
の
人
が
「
住
み

よ
さ
を
実
感
で
き
る
伊
賀
市
」
を
め
ざ
す

た
め
、
多
様
な

関
係
団
体
な
ど

と
連
携
し
て
取

り
組
み
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
と

窓
口
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
取
り
組
み

　

２
月
６
日
か
ら
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
利
用
し
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
通
じ

て
、
転
入
（
転
居
）
届
手
続
き
の
た
め
の

来
庁
日
予
約
や
、
転
出
届
を
オ
ン
ラ
イ
ン

で
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利

用
し
て
受
け
ら
れ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
拡

充
を
図
り
な
が
ら
、
さ
ら
な
る
カ
ー
ド
普

及
を
進
め
る
と
と
も
に
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

に
ぎ
わ
い
忍
者
回
廊
整
備
事
業

　
旧
上
野
市
庁
舎
の
保
存
・
改
修
に
つ
い

て
は
、
有
識
者
会
議
や
新
図
書
館
に
関
す

る
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
意
見
を
踏

ま
え
て
、
近
く
基
本
設
計
を
取
り
ま
と
め

る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
成
瀬
平
馬
家
屋
敷
跡
に
整
備
を

予
定
し
て
い
る
忍
者
体
験
施
設
に
つ
い
て

は
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
基
づ
い
て
設
計
を

進
め
て
お
り
、
今
年
秋
ご
ろ
の
着
工
、
令

和
６
年
中
の
オ
ー
プ
ン
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　
こ
の
事
業
は
、
に
ぎ
わ
い
の
効
果
を
中

心
市
街
地
の
み
な
ら
ず
、
伊
賀
市
全
域
に

波
及
さ
せ
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

こ
の
事
業
を
契
機

に
公
民
連
携
で
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
に

取
り
組
み
ま
す
。

観
光
誘
客

　

２
月
22
日
の
忍
者
の
日
に
、（
公
財
）
大

阪
観
光
局
と
伊
賀
市
、
甲
賀
市
、
両
市
の

観
光
協
会
と
の
間
で
、
観
光
を
通
じ
た
地

域
活
性
化
に
関
す
る
連
携
協
定
を
締
結
し

ま
し
た
。
都
市
型
観
光
資
源
を
有
す
る
大

阪
と
連
携
を
図
る
こ
と
で
相
乗
効
果
を
発

揮
し
、
持
続
可
能
な
観
光
地
づ
く
り
と
地

域
活
性
化
を
め
ざ
し
、
令
和
７
年
の
「
大

阪
・
関
西
万
博
」
に
向
け
た
取
り
組
み
を

着
実
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

城
下
町
の
街
並
み

　

日
本
イ
コ
モ
ス
国
内
委
員
会
に
よ
り

「
日
本
の
20
世
紀
遺
産
20
選
」
に
選
定
さ

れ
た
伊
賀
上
野
城
下
町
の
文
化
的
景
観
保

全
に
つ
い
て
、
各
種
計
画
と
の
整
合
を
図

り
つ
つ
、
地
域
の
意
見
も
伺
い
な
が
ら
ス

に
ぎ
わ
い

新図書館イメージ

ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。

空
き
家
対
策

　
市
街
地
エ
リ
ア
の
空
き
家
対
策
の
一
環

と
し
て
行
っ
て
い
る
古
民
家
再
生
活
用
事

業
「
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ 

Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｌ

（
ニ
ッ
ポ
ニ
ア
ホ
テ
ル
）
伊
賀
上
野
城
下

町
」
は
、
今
年
度
に
２
期
開
発
と
し
て
民

間
事
業
者
に
よ
る
新
規
２
棟
の
宿
泊
施
設

の
整
備
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
市
も
連
携

し
て
準
備
を
進
め
ま
す
。

企
業
誘
致
活
動

　
持
続
可
能
な
伊
賀
市
の
ま
ち
づ
く
り
に

向
け
、
伊
賀
の
特
色
を
生
か
し
た
企
業
誘

致
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
経
済
産
業
省

の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
立
地
調
査
に
お
い
て

は
、「
産
業
技
術
実
用
化
開
発
事
業
費
補

助
金
」
に
採
択
さ
れ
た
10
の
自
治
体
の
う

ち
の
一
つ
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
伊
賀
市
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
明
ら
か
に

し
た
上
で
、
引
き
続
き
、
企
業
誘
致
を
進

め
ま
す
。

文
化
芸
術
振
興
の
推
進

　
令
和
６
年
に
、
俳
聖
松
尾
芭
蕉
の
生
誕

３
８
０
年
を
迎
え
ま
す
。
改
め
て
、
芭
蕉

さ
ん
の
ふ
る
さ
と
伊
賀
市
を
全
国
に
発
信

し
て
い
く
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

今
一
度
、
功
績
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
顕

彰
を
次
の
世
代
へ
と
引
き
継
い
で
い
く
機

会
に
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
ま
た
、
市
に
寄
贈
さ
れ
た
美
術
作
品
や

伝
え
ら
れ
て
き
た
文
化
財
な
ど
を
適
切
に

保
管
・
研
究
し
、
活
用
す
る
た
め
の
美
術

博
物
館
の
建
設
に
向
け
た
準
備
を
始
め
ま

す
。
懸
案
と
な
っ
て
い
る
新
し
い
芭
蕉
翁

記
念
館
の
機
能
も
あ
わ
せ
て
、
具
体
化
し

て
い
き
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興

　
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
や
Ｂ
Ｍ
Ｘ
、
ボ
ル
ダ

リ
ン
グ
な
ど
の
ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
は
、

新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
分
野
と
し
て
若
年
世
代

を
中
心
に
関
心
が
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
市
内
で
は
気
軽
に
競
技
を
す
る
場
所
が

な
い
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
ア
ー

バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
自
治
の
推
進

　
３
月
か
ら
本
庁
と
支
所
を
オ
ン
ラ
イ
ン

で
結
ぶ
窓
口
、「
つ
な
が
る
窓
口
」
を
開

始
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
「
公
共
施
設
予

約
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
」
や
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
の
導
入
」
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
施

策
を
進
め
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
取

り
組
み
ま
す
。

行
政
改
革

　
新
た
な
事
務
事
業
レ
ビ
ュ
ー
の
テ
ー
マ

を
設
定
し
事
業
の
見
直
し
を
図
る
と
と
も

に
、
複
業
人
材
第
３
期
の
人
材
登
用
に
よ

る
さ
ら
な
る
行
政
課
題
の
解
決
な
ど
、
民

間
の
知
見
・
活
力
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
適
正
化
と
効
率
・
効
果
的

な
行
政
運
営
を
推
進
し
ま
す
。

※
施
政
方
針
の
全
文
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】　
秘
書
広
報
課

　
☎
22
・
９
６
０
０　
℻  
24
・
７
９
０
０

　

hisho@
city.iga.lg.jp

そ
の
他

提供：（一社）全日本フリースタイルBMX連盟 
理事　FOURBLOCK代表　田邉　泰志さん

2023.45 2023.4 4


